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熊
本県校友会が開催した『地元熊本での就職状況に関する
情報交換会』に賛意を表するとともに、今後このような取り

組みが全国に広がることを期待しています。かつて、学生の就職
支援にかかわりましたが、地方の就職状況の把握には極めて不
十分なところがありました。校友会事務局や父母教育後援会の支
援を受け、全国主要都市で地方別就職懇談会を実施しましたが、
採用情報については就職課員による地方企業の訪問などに頼ら
ざるを得ませんでした。今回、熊本県校友会長が「校友会の果た
すべき役割とは何か。それは母校や後輩学生達の支援であろう」
と企画趣旨を述べられたとのことですが、小生も同感です。現役
の学生達に役立つ取り組みを積極的に行なうことが、なお一層校
友のやりがい、母校への支援につながるものと確信します。（YT）

11
月でも、最高気温が25度以上の夏日が何日もあるおかし
な気候が続きました。ほんの20年ほど前まで、我が国は

四季の変化が美しい国であったのに、今では「季節は、夏と冬の
二つだけで、夏の前半には雨期があります。夏と冬の変わり目は、
1カ月もありません」と、外国の人には紹介したほうがよいようで
す。これも、いわゆる温暖化の影響なのでしょうか。二酸化炭素
の排出量を抑えることが温暖化対策になり、そのために原子力発
電が推進されてきたはずでしたが、3・11以後、原子力の安全性
という幻想は崩れ去り、一度事故が起こると、科学技術の最も発
達した国の一つである日本ですら、制御できなくなることが明らか
になってしまいました。我々はどこへ向かえばよいのですかね。
	 （GEORGE）

先
日、びわこ・くさつキャンパス（BKC）でゲスト講師として教
壇に立つ機会がありました。社会人から実務の話を聞きた

いとのご要望を受けて、製造業でのモノづくり現場のご紹介をしま
した。わたしが学生の頃には授業で学外の方の話を聞くという経
験はありませんでしたので、こうした取り組みは研究と実務の距
離を縮めるよい機会であると感じました。ここで驚いたことは、授
業の活性度が高く、講演後にも何人もの学生さんの質問を受けた
ことでした。講義の内容以外にも、これからの研究テーマや、就
職活動に向けての企業研究の仕方など、学部2回生のうちからこ
うした高い意識を持った後輩を頼もしく感じた秋の一日でした。こ
れから寒さも本番ですので、校友の皆様もどうぞご自愛ください。
	 （西村仁）

東
日本大震災を境に、日本人の考え方が大きく変わったと思
います。国レベルでは「成長」から「安定」、個人レベルで

は「個人志向」から「仲間・家族志向」といった具合に。大学教育
も、時代の変化にあわせて変わっていくべきかもしれません。これ
までのように、学生に「目標」を設定させ、高嶺に向かって頑張ら
せることも大切ですが、日常の学習に価値を置き、そこから発見や
成長を感じさせる教育も現在の気風にマッチするのではないかと、
日々の学生の言動から感じることがあります。日本も、大学も、立
命館もこれまでにない「転換期」を迎えていると思います。私たち
校友は、これからも立命館が「元気」であることが喜び。そのため
には、変化をおそれず、日常の中から新しい価値を発見していくこ
とが大切だなと思うこの頃です。	 （加藤良直）

開 館 時 間
午前9時30分〜午後4時30分（入館は午後4時まで）

休 館 日
月曜日（祝日の場合はその翌日）、祝日の翌日、'11年12/26（月）〜'12年1/5（木）

観 覧 料
一般400円（350円）／中・高生300円（250円）／小学生200円（150円）

（　）は20名以上の団体料金／障害者手帳をお持ちの方（介護者1名を含む）は無料

会  期

第70回
ミニ企画展示

「ミュージアム・この1てん 紙芝居『宣戦』」
2012年1月11日（水）～ 25日（水）

開 館 時 間
午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）

休 館 日
月曜日（祝日の場合はその翌日）、'11年12/28（水）〜'12年1/4（水）

観 覧 料
一般500円（400円）／高校・大学生400円（320円）／小・中学生200円（160円）

（　）は20名以上の団体料金
65歳以上の方（要証明）および障害者手帳をお持ちの方（介護者1名を含む）は無料

「印象のまなざし－都市と自然」

企画展

第71回
ミニ企画展示

第17回京都ミュージアムロード参加企画｢建物疎開と京都の町｣ （仮）
2012年2月5日（日）～ 3月20日（火・祝）

会  期

★イベント・ガイドは、 堂本印象美術館 で、検　索

「暮らしのすがた－時代・社会」
古今東西の世相を映し出した作品を紹介するこ
とで、時代や社会を見据える印象のまなざしに迫
ります。

同時開催：ミニ企画展「印象の襖絵下絵」
歴史的に有名な京都の寺院障壁画の下絵を展
示します。様々な襖絵表現から、印象の多彩な
画業の一側面を紹介します。

企画展

企画展
「暮らしのすがた－時代・社会／
ミニ企画展「印象の襖絵下絵」
2012年3月16日（金）～5月27日（日）

「印象のまなざし－都市と自然」／
ミニ企画展「印象の神仏画」
開催中～2012年3月11日（日）

企画展

第70回ミニ企画展示

山や川、渓谷や森といった日本的な自然風景のほか、ヨーロッパ都市の街並みも
意欲的に描いた堂本印象。本展では、印象の画業の中から多彩な風景表現をス
ケッチとともに紹介します。都市と自然の表現を通して印象の風景への関心を
読み取っていただければ幸いです。

同時開催：ミニ企画展「印象の神仏画」
神仏に関わる絵画やスケッチを展示します。印象の
多様な表現による神仏の世界をご覧ください。

関連企画
2012年1月28日(土)、土曜美術茶論「風景へのまなざ
し」（島田康寬・当館館長）
2012年2月19日（日）、堂本印象連続講座4「印象の芸
術論（仮題）」（原田平作・愛媛県美術館前名誉館長）

中山七里 1945年

常設展示（地階・２階）は上記展示期間以外でも見学することができます。

I N F O R M A T I O N
校友会・グループ  インフォメーション

校友会・グループ 日　時 会　場 問い合わせ先

島根県校友会総会  1/21（土） 12:00 サンラポーむらくも 田中　安信 0852（27）2903

建立会総会  1/21（土） 14:00 ヴィアーレ大阪 原田　直樹 090（8933）7108

北朋会  1/28（土） 12:00 ホテルライフォート札幌 中村　素木 （職）011（381）8888

北海道校友会総会  1/28（土） 16:30 ホテルライフォート札幌 中川　　均 （職）011（251）3373

姫路立命会総会  2/4（土） 15:00 まねき食品 中塚　孝継 （職）079（230）5129

奈良県校友会総会  5/12（土） 14:00 天理教第38母屋 福井　徳丞 0744（22）1697

◆御沓知克氏（’58文）著

『山靴の足あと』
出版共同販売＊1600円＋税

◆西村　仁氏（’85理工、’06院経営）著

『図面の描き方がやさしくわかる本』
日本能率協会マネジメントセンター＊2200円＋税

B O O K S

校友会へご恵贈くださいました本の中から紹介させていただいております。

校友消息（判明分）

叙勲2011年秋
■瑞宝中綬章

志村治美氏

立命館大学名誉教授

田中道七氏（教職員校友）
立命館大学名誉教授

■瑞宝小綬章

金光信哉氏（’56 法）
元兵庫県警本部保安部長

坂本　護氏（’64 経済）
元公立高校長

姫野忠弘氏（’66 法）
元公立高校長

松野利彦氏（’60 文）
元公立高校長

村本武彦氏（’59 文）
元公立高校長

森脇史郎氏（’63 法）
元京都市上下水道事業管理者

■旭日双光章

川勝主一郎氏（’55 経済）
京都府ラグビーフットボール協会長

■瑞宝双光章

小西恒夫氏（’66 経済）
元石田幼稚園長

関目昌夫氏（’54 理工）
元京都府土木建築部技監

竹村政男氏（’60 法）
元阿倍野郵便局長

山上康夫氏（’57 経済）
元京都市消防正監

■瑞宝単光章

磯島文雄氏（’53 理工）
元滋賀県警技術吏員

危険業務従事者叙勲 
2011年秋
■瑞宝双光章

川幡忠彦氏（’67 法）
警察功労

白石和雄氏（’67 法）
警察功労

瀬古晃弘氏（’60 経済）
消防功労

竹田弘之氏（’66 法）

警察功労

堤原　洋氏（’67 法）
消防功労

中瀬和行氏（’66 経済）
消防功労

堀　陽彦氏（’67 法）
警察功労

南　悟氏（’64 法）
警察功労

■瑞宝単光章

梶川卓郎氏（’62 法）
警察功労

小寺忠生氏（’08 文）
消防功労

褒章2011年秋
■黄綬褒章

窪田義弘氏（’69 理工）
窪田工業（株）代表取締役社長

氏（’53 理工）

笠寺工業（株）代表取締役社長

就 任（内定含む）
奥村展三氏（’63文入学）
文部科学副大臣
９月5日就任

櫓木裕二氏（’85法）
（株）コージツ代表取締役社長
9月21日就任

加藤敏雄氏（’71経営）
（株）北九州銀行代表取締役頭取
9月9日就任

訃 報
羽賀　孝氏（’53法）

（立命館館友、
  元法学部同窓会会長）
10月4日ご逝去。84歳

横井　明氏（’45法文）
（校友会顧問）
10月25日ご逝去。88歳

末川　清氏
（立命館大学名誉教授）
11月１日ご逝去。78歳

遠藤　彰氏
（立命館大学理工学部教授）
11月11日ご逝去。64歳

鈴木正三氏（’47法文）
（立命館理事・評議員）
11月12日ご逝去。88歳

井元章夫氏（’69経営）
（立命館大学女子陸上部監督）
12月2日ご逝去。65歳

｢ミュージアム・この1てん 紙芝居『宣戦』｣ 第17回京都ミュージアムロード参加企画
｢建物疎開と京都の町｣（仮）

立命館大学国際平和ミュージアムの収蔵品を紹介す
る｢ミ ュ ー ジ ア ム・こ の 1 て ん｣。今 回 は、紙 芝 居 が
テーマです。戦時中、紙芝居は人々にどのようなメッ
セージを伝えていたのでしょうか。真珠湾攻撃の 1
周年にあたり発行された国策紙芝居※を通じて、戦争
と平和を考える機会になればと開催いたします。
※国の政策（特に戦争）の宣伝をして協力させることを目的に作られ

た紙芝居のこと。

｢建物疎開｣とは、空襲による類焼を防
ぐために、家屋を取り壊して無人地区
を作る作業の事。建物疎開が実施され
るまでの概要（一五年戦争末期の日本
の空襲に対する考え方）と、京都での
建物疎開やそれにかかわる活動の実態
を紹介します。

第71回ミニ企画展示

布バケツ


